
『今○ら 今○ら 今○ら』今の心で「念」と書きます。新年の決意＝信念はいかがですか？ 

この言葉は、１月１９日（月）１，２年学年ＰＴＡ懇談会で保護者向けに話した内容です。生徒の皆さんにも伝え

ようと、ここで紹介します。皆さんは、「○の中にひらがな１文字」を入れるとしたら何を入れますか？人の行動は気

持ちの持ち方で変わります。「今さら」、と考えるか？「今から」、と考えるか？「今なら」、と考えるか？あなたは 

どうですか？本日は立春、春はもうそこです。２年に進級する１年生、最上級生となる２年生、希望と勇気をもって、

前に進んでほしいです。今、『自分の向いている方向が、前なんですよ』（ことばコンテスト2025最優秀作品より） 

 

こどもまんなかワークショップ イン ふたば  

１月２１日（水）、甲斐市役所子育て支援課主催の「こどもまんなかワークショップ」が双葉中で開催されました。

本校から新生徒会本部役員と２年生学級会長の合計１４名が話し合いに参加しました。テーマは、 

「甲斐市は中学生にとって住みやすいまちですか」 

「甲斐市がこどもたちにとって住みやすいまちになるために 

必要なことを考えよう」でした。 

一人一人の意見を付箋に書き出し、まとめていきました。 

中学生の視点で、よりよいまちづくりの提案を発表しました。 

詳細は、甲斐市役所ＨＰに掲載される予定です。 

 

☆「社会を明るくする運動」（峡中保護司会）作文紹介 『挨拶と防犯』 （２年Ｎさん作文） 

「おはよう」「こんにちは」「こんばんは」毎日当たり前に行う挨拶。しかし、その当たり前には想像もできない大きな

力があると考える。明るく元気に挨拶交わすことで、お互いの距離が近くなる。その距離の近さが地域の安全につながる。 

私は、近所の人と挨拶をすることで少しずつ仲良くなった経験がある。私の地域は、皆とても仲が良く、夏休みの頃花火

をするのが毎年の恒例になっていた。こういった小さな交流の積み重ねで、信頼が築きあげられている。犯罪もなく、安心

な地域だと思う。なぜならば、犯罪は、人と人の交流が少なく閑散とした地域に多いからだ。近所の人との関わりが少ない

地域ほど犯罪が起こりやすい。人と人との関わりが多い地域ほど怪しい人を気づきやすく、防犯の意識も高くなると考える。 

実際、私の地域ではラジオ体操の時に「防犯対策を日頃から行いましょう」と呼びかけられていた。これは地域の防犯意識

が高い証拠ではないだろうか。やはり、挨拶など人々の関わりが深い地域は安全なのだろう。 

また、挨拶は相手を認める行為だと思う。「ここは安全」という隠れた意味があると私は考える。お互いのことを認め、

信頼しているからこそ交流が生まれる。さらに、別の人とも関わることでまた違った交流も生まれる。それは、私の地域が

証明してくれている。しかし、現代は近所の人との付き合いが減った。私の祖母も「最近はご近所付き合いも減ったねえ」

と寂しそうに言っていた。社会全体で見ても、ここ数年で犯罪率が上がっている。挨拶や人と人の関わりが少なくなったこ

とが原因と私は考えた。実際、祖母は「ご近所付き合いが減ると空き巣が増える」と言っていた。このことからも近所の人

との付き合いが少ないと犯罪率が高まり、逆に付き合いが多いと犯罪率は下がるのだ。それでも中学生などは「挨拶は面倒

くさい」と言って、あまり挨拶をしないと近所の人が言っていた。だんだん挨拶をしなくなることで、今は安全と言える私

の地域もいつか閑散としてしまうのだろうか。今は、大人も子どもも気軽に挨拶をしている。それが当たり前の光景だが、

とても大切で貴重なことだと改めて感じる。 

もしも、これからだれも挨拶をしなかったら孤立してしまう人がいるかもしれない。例えば、高齢者の一人暮らしの人が

誰かに挨拶されるだけでも寂しさが和らぐと聴いたことがある。そういった小さいけれど、温かい心のつながりが地域の安

全を守っているのだ。（中略） 

だから私は、挨拶をもっと広げていきたい。学校でも地域でも大会会場でも、まずは自分から挨拶をすることを心がけて

いる。最初はもちろん恥ずかしかった。でも先生方や先輩方が笑って返してくれた。少しのやり取りでも心がほわっと温か

くなる。これは挨拶の力だと思う。人と人とをつなぐ大切なことだ。挨拶が増えることで笑顔が増えて、地域が明るくなる。

そして自然と犯罪は減っていく。 

そこまで至るのは長い月日がかかるかもしれない。それは小さな一歩かもしれないが、大きな変化につながる。もっと多

くの人が挨拶を交わし、明るく安全な社会が広がるのを私は願っている。そのためにも私は自分から挨拶をすることをこれ

からも続けたい。たった一言が社会を明るくする第一歩だと信じている。  
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◎ 冬 文化コンクールや運動分野での生徒の活躍 

【教育祭県下小中学校書き初め大会作品】 

◇県特選 ３年 Ｎさん Ｎさん Ｔさん Ｔさん 

 ２年 Ｕさん Ｏさん Ａさん Ｋさん  

１年 Ｎさん Ｍさん Ｓさん Ｈさん  

◇中巨摩入選 ３年 Ｓさん Ｍさん Ｋさん Ｉさん 

       ２年 Ａさん Ｓさん Ｎさん Ｋさん Ｈさん Ｍさん 

       １年 Ｈさん Ｉさん Ｆさん Ｈさん Ｍさん Ｍさん 

 

【バレー女子 山梨県ジュニアバレー大会（1月17日）】 

◇予選リーグ ２敗 対石和０－２ 対下吉田０－２ （１セット１セットは20点台の接戦なのです） 

 

【ソフトテニス女子 関東近県選抜 群馬インドア大会（1月11日）】 

◇団体戦 予選リーグ（４校リーグ）２勝１敗 （茨城県代表チームと群馬県代表チームに勝利） 

◇３位トーナメント 1回戦 対群馬県代表 予選と別のチームに１－２で敗退  

 

【陸上 県新人駅伝（2月1日）】  

◇男子Ａ 第１１位 Ｔさん､Ｎさん､Ｍさん､Ａさん､Ｍさん､Ｕ斗さん 

※エントリーＢチームは、残念ながら体調不良等のため棄権となりました。 

◇女子Ａ 第９位  Ｓさん､Ａさん､Ｋさん､Ｏさん､Ｋさん  

※４区Ｏさんは区間賞を獲得しました。 

 

◎一足早く、４月の予定紹介（２～３年生の保護者お仕事のお休み都合に役立ちますように） 

      ※3月26日（木）～４月６日（月）まで いわゆる春休み 

４月 ７日（火）午前：新クラス発表、新任式、始業式 

４月 ８日（水）午前：入学式（全校生徒参加） 

４月１０日（金）給食開始 

４月１３日（月）２，３年到達度テスト（５科） 

４月１４日（火）１６日（木）１７日（金）２，３年希望者三者懇談 

４月２３日（木）３年全国学力学習状況調査（国語、数学、英語） 

４月２４日（金）部集会（１年入部）、委員会集会 

５月 １日（金）午後:授業参観 ＰＴＡ総会、学年ＰＴＡ 

５月 ７日（木）３年修学旅行の結団式（荷物持参） 

５月 ８日（金）３年修学旅行出発（2泊）、１年校外学習（日帰り） 

５月１２日（火）２年宿泊学習出発（1泊） 

【今月の言葉】 ↓３年生の前期入試激励会（1月28日）で、受検者たちに贈った曲の歌詞です 

♪ 『ライオン』 （作詞・作曲 ベリーグッドマン 10年前の高校野球イメージソング曲 ） 

負けない気持ちがあるから また君の力になれる 戦う気持ちは雲突き抜け 

 今日もまた日が昇る   （中略）   Ｔｒｙ ａｇａｉｎ  絶対に負けないで  

今の自分には負けないで  その信念を曲げないで  Ｏｎｅ ｆｏｒ ａｌｌ， ａｌｌ ｆｏｒ ｏｎｅ 

 

ＰＳ 受検期、私が担任時代には、生徒に『それが大事』♪（大事ＭＡＮブラザーズ）をよく流しました。 

保護者世代にはなじみのある曲だと思います。この言葉を、ここで全校生徒に贈ります。生活でも、部活でも…。 

「負けないこと、投げ出さないこと、逃げ出さないこと、信じ抜くこと、ダメになりそうな時それが一番大事」 


